
（宮城県 農政部 食産業振興課）

該当資料 No 質問内容 質問への回答

1

仕様書【1－1 県外実需者・流通関係者向け産地見学会の実施（受注者指定型）】

仕様書【1－3 県外実需者(ホテル・飲食店等)・流通関係者向け産地見学会の実施（発注者指定型）】

産地視察に関して、旬の食材をいい状態で見せられるなどメリットがある場合、[ホテル・

飲食店の回]と[小売店の回]の同時開催は可能か？(小売店5回のうち1回は同時開催など)

発注者ではそのような想定をしていません。

招へい社の区分ごと（ホテル・飲食店等／小売店等／流通関係者等）に「最適な視察する生

産地・県産食材等の選定」を発注者が中心となって行うこととしています。

2

仕様書【1－1 県外実需者・流通関係者向け産地見学会の実施（受注者指定型）】

仕様書【1－3 県外実需者(ホテル・飲食店等)・流通関係者向け産地見学会の実施（発注者指定型）】

産地視察に関して、同日開催でも訪問先生産者を変える（二手に分かれる）などで２回同日

開催は可能か？（宿泊先、夜の意見交換会は両コース同じ場所といったイメージ）

発注者ではそのような想定をしていません。

仕様書上の「ホテル・飲食店等」を招へいする場合は、年間合計３回以上かつ６社以上で、

産地見学会を実施していただくこととしております。

3

仕様書【4 県内外の実需者・流通関係者を対象とする報告・試食会の開催】

仕様書の集客表記で「名」は純粋に参加人数と認識しているが、「者」の場合、事業者ベー

スなのか？参加人数ベースなのかどちらかご教示頂きたい

（例＝1社で3名のご参加場合、1者と３者、どちらのカウントなのか？）

参加者数における「者」は、実需者・流通関係者等の事業者ベースとなります。

例示における「1社で３名のご参加の場合」は、１者となります。

4

産地視察にお連れするホテルや飲食店の規模感はどのくらい想定しているのか？ 招へい社基準・条件としましては、「ホテル・飲食店等」では、首都圏を含む大都市圏にお

いて複数レストランを備える大規模ホテルや、高い訴求効果や大きな取引が見込まれる飲食

店等を想定しております。

5

産地視察時、宿泊のホテルのグレードなどの指定はあるか？ 指定はありません。

県外実需者向け産地見学会では、宿泊費（食費等を除く）と交通費をあわせて、

１人あたり36,000円以内を想定しております。

令和８年度「食材王国みやぎ」魅力発信・販路拡大業務 ～みやぎの食と酒に「触れる」・「扱う」・「知る」プロジェクト～

　企画提案プロポーザルに係る質問への回答

仕様書

その他

※上記以外の質問にはお答えできませんので御了承ください。


